
平成 31 年 3 月 31 日

第十号

会
報

九
州
八
十
八
ヶ
所
百
八
霊
場
会
　

九州八十八ヶ所百八霊場会会報 第 1 0 号 平成 31 年 3 月 31 日第 1 0 号 九州八十八ヶ所百八霊場会会報

発
行
者
　
九
州
八
十
八
ヵ
所
百
八
霊
場
会

　
　
事
務
局
　
第
八
番
札
所
　
明
王
院

　
　
〒
八
一
一
ー
二
四
一
一

　
　
福
岡
県
糟
屋
郡
篠
栗
町
若
杉
五

　
　
電
話
　
〇
九
二‐

九
四
七‐

七
四
六
一

FAX 

　
〇
九
二‐

九
四
七‐

六
三
四
五

　

今
年
度
、
四
月
二
十
五
日
に
開
催
さ
れ
た
霊
場
会
総
会
に

お
い
て
、
公
認
先
達
の
内
田
英
心
さ
ん
の
お
母
様
が
彫
ら
れ

た
『
薬
師
如
来
像
』
が
お
母
様
よ
り
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
こ
の
事
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
た
い
と
内
田
さ
ん

に
依
頼
さ
せ
て
頂
い
た
と
こ
ろ
、
快
諾
し
て
下
さ
い
ま
し
た

の
で
記
事
に
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

内
田
さ
ん
は
お
母
様
と
共
に
、
毎
年
巡
拝
講
習
会
に
参
加

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
平
成
二
十
五
年
の
宮
崎
県
で
の

巡
拝
講
習
会
の
際
、
お
母
様
が
体
調
を
崩
さ
れ
、
内
田
さ
ん

一
人
で
参
加
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
延
岡
市
で
の

開
講
式
へ
移
動
す
る
中
、
宮
崎
県
に
着
く
前
に
、
お
母
様
の

具
合
が
悪
化
し
緊
急
入
院
さ
れ
た
と
、
内
田
さ
ん
の
ご
家
族

か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
時
、
内
田
さ
ん
は
宮
崎
か
ら
、
お
母
様
の
無
事
を
祈

り
、
巡
拝
さ
れ
た
の
で

す
が
、
こ
の
日
の
最
後

の
三
六
番
札
所
貫
川
寺

の
巡
拝
が
終
わ
り
、
お

寺
を
出
た
時
に
、
綺
麗

な
虹
が
掛
か
っ
て
い
た

そ
う
で
す
。

内
田
さ

ん
は
こ
の
虹
を
見
て
お

母
様
の
無
事
を
感
じ
て

い
た
と
こ
ろ
、
ご
家
族

か
ら
連
絡
が
入
り
、
お

母
様
が
本
当
に
無
事
に

一
命
を
取
り
留
め
た
事

を
伝
え
ら
れ
た
と
の
事

で
す
。
そ
の
後
、
お
母

様
は
一
週
間
程
で
退
院

さ
れ
ま
し
た
。

編
集
後
記
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岡

県　

佐
伯　

公
経

楠
野　

吉
弥

　

佐

賀

県　

松
本　

龍
希

後
藤
田　

亜
光

　

熊

本

県　

中
村　

禎
成

那
須　

寛
永

　

長

崎

県　

前
田　

大
輔

　

大

分

県　

吉
水　

亮
善

南

宗
法

　

宮

崎

県　

成
松　

昇
紀

野
田　

応
宜

　

鹿
児
島
県　

小
島　

聖
弘

小
島　

正
大

IT

　

ま
ず
、
記
事
の
作
成
に
お
い
て
取
材
等
ご
協
力
下
さ
っ

た
皆
様
へ
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
は
三
十
五
周
年
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
の

内
容
も
多
く
、
編
集
に
当
た
り
、
広
報
Ｉ
Ｔ
委
員
会
と
し

て
九
州
八
十
八
ヶ
所
百
八
霊
場
会
で
の
今
後
の
役
割
を
考

え
る
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
会
議
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。
新
し
い
取
り
組

み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
経
験
は
、
ま
た
次
年
度
以
降
の
取

り
組
み
に
活
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　

合
掌

開
創
三
十
五
周
年
に
あ
た
り

堤
　
大
恵　

八
十
四
番　

法
蔵
院

　霊場会では、Facebook で
最新の情報をアップしていま
す。

　それぞれの札所で、ご住職
の想いや各地域の魅力にあふ
れた法要・行事ごとが行われ
ています。
　是非足をお運び下さい。

霊場会 
ホームページのご案内

九州８８

もしくは QR コードをご
利用ください

で検索
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深
夜
に
わ
た
る
作
業
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
二
回
目
の
録
音
は
新
年
よ
り
開
始
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

　

全
百
八
曲
録
音
の
道
程
は
未
だ
遥
か
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
一
歩
一
歩
進
ん
で
お
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
ご
理
解
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ご
詠
歌
の
詠
唱
を
含
め
録
音
作
業
、
詠
歌
教
師
様
の
選

任
は
四
十
一
番
天
長
寺　

長
谷
川
慈
照
僧
正
が
お
勤
め
く

だ
さ
っ
て
お
り
ま
す
。

　

大
変
有
難
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

巡
礼
の
皆
様
が
お
慶
び
頂
き
ま
す
様
、
努
力
い
た
し
ま

す
の
で
、
完
成
の
日
を
楽
し
み
に
お
待
ち
下
さ
い
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
今
回
の
三
十
五
周
年
は
企
画
年
数
も

短
い
中
で
検
討
し
た
結
果
、
記
念
事
業
は
今
後
は
十
年
を

ベ
ー
ス
と
し
て
年
ご
と
に
各
札
所
寺
院
ご
負
担
を
軽
減
し

て
、
参
拝
者
の
方
々
五
に
霊
場
の
歴
史
等
を
広
く
深
く

知
っ
て
い
た
だ
く
事
業
と
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
一
環
と
し
て

一
、　

参
拝
者
に
対
し
て
の
特
別
御
影

三
十
五
周
年
の
記
念
の
年
の
特
別
御
影
を

限
定
一
千
枚
配
布

二
、　

三
十
五
周
年
祝
賀
会　

各
札
所
寺
院
住
職
・
副
住
職
や
各
霊
場
会
、

協
賛
事
業
様
を
ご
案
内
し
て
交
流
会
を
行
い
、

開
創
よ
り
今
日
ま
で
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
や
思

い
出
話
な
ど
を
聞
い
て
、
懇
親
を
深
め
て
さ
ら

な
る
発
展
を
願
っ
て
い
く
企
画

そ
の
他
に
も
霊
場
寺
院
の
ご
詠
歌
Ｃ
Ｄ
の
作
成
や
有
志

の
方
々
で
の
中
国
・
赤
岸
鎮
や
青
龍
寺
参
拝
な
ど
を
企
画

し
て
い
ま
す
。

平
成
よ
り
年
号
も
変
わ
る
新
時
代
の
到
来
の
中
で
、
高

瀬
会
長
を
筆
頭
に
開
創
当
初
の
思
い
を
心
に
強
く
抱
き
霊

場
発
展
の
た
め
に
、
出
来
る
こ
と
を
で
き
る
範
囲
心
を
込

め
て
一
意
専
心
の
念
を
持
ち
理
事
会
で
協
議
し
て
札
所
寺

院
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
頂
き
三
十
五
周
年
記
念
事
業

を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ご
期
待
と
ご

支
援
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　
　
　

合
掌

四
年
前
の
開
創
三
十
周
年
は
丁
度
高
野
山
開
創
千
二
百
年

の
年
に
合
わ
せ
て
一
年
ず
ら
し
て
記
念
事
業
を
行
い
ま
し

た
。

　

鎮
国
寺
様
を
道
場
と
し
た
土
砂
加
持
先
祖
供
養
法
要
や
高

野
山
奥
の
院
で
の
開
創
三
十
周
年
記
念
法
要
等
充
実
し
た
一

大
事
業
で
し
た
。

先
ず
初
め
に
、
今
回
の
御
詠
歌
作
成
に
際
し
物
心
両
面
に

渡
り
ご
賛
同
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
三
十
年
度
霊
場
会
総
会
承
認
を
受
け
、
各
札
所
寺
院

様
へ
歌
詞
の
ご
確
認
を
賜
り
、
高
野
山
金
剛
講
様
よ
り
使
用

許
可
を
頂
き
、
い
よ
い
よ
昨
年
度
末
よ
り
録
音
作
業
が
開
始

い
た
し
ま
し
た
。
録
音
ス
タ
ジ
オ
は
プ
ロ
の
現
場
で
す
。

　

私
な
ど
は
息
を
の
ん
で
見
守
る
だ
け
で
す
が
、
初
め
に
ク

リ
ッ
ク
（
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
の
様
な
拍
子
音
）
に
合
わ
せ
鈴
と

鉦
の
音
を
録
音
し
ま
す
。

　

そ
の
後
詠
歌
の
ガ
イ
ド
の
音
を
録
音
。
ス
タ
ジ
オ
の
技
術

者
が
調
整
。

　

こ
の
作
業
だ
け
で
も
六
時
間
ほ
ど
掛
か
る
の
で
す
が
、
以

後
全
て
の
録
音
の
基
本
と
な
る
作
業
の
た
め
慎
重
な
作
業
で

し
た
。

　

そ
し
て
札
所
寺
院
様
の
御
詠
歌
録
音
開
始
で
す
。

　

様
々
な
調
整
作
業
と
と
も
に
録
音
を
い
た
し
ま
す
。

　

一
時
間
に
一
曲
が
目
標
で
す
が
、
初
回
は
音
作
り
の
為
、

少
し
づ
つ
作
業
を
進
め
ま
す
。

御
詠
歌
Ｃ
Ｄ
制
作
に
つ
い
て

四
十
三
番　

法
城
院

小
牟
田　

昌
彦

記
・
八
十
五
番　

観
音
寺　

楠
野　

吉
弥

　
　

記
・
九
十
五
番　

明
王
寺　

吉
水　

亮
善
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お
母
様
は
七
十
三
歳
の
頃
か
ら
、
仏
像

の
彫
刻
を
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
今
回
奉

納
さ
れ
た
『
薬
師
如
来
像
』
よ
り
以
前
も
、

東
北
大
震
災
の
際
に
は
、
被
災
地
の
復
興

を
祈
り
、
ま
た
、
被
災
者
の
方
々
の
供
養

の
為
に
と
、
ご
自
身
で
彫
ら
れ
た
仏
像
を
三
十
体
程
、
各
所

に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

宮
崎
県
で
の
巡
拝
講
習
会
に
参
加
出
来
な
か
っ
た
翌
年
の

平
成
二
十
六
年
の
初
め
、
八
十
八
歳
に
な
ら
れ
て
か
ら
、
今

回
奉
納
さ
れ
た
『
薬
師
如
来
像
』
の
彫
刻
を
始
め
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

霊
場
会
総
会
に
お
い
て
『
薬
師
如
来
像
』
を
奉
納
さ
れ
た

際
は
、
九
州
八
十
八
ヶ
所
百
八
霊
場
会
の
多
く
の
僧
侶
が
集

ま
っ
て
い
る
会
の
中
で
奉
納
出
来
て
良
か
っ
た
と
、
と
て
も

喜
ば
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
中
、
今
年
度
の
巡
拝
講
習
会
に
も
親
子
二
人
で
参

加
の
予
定
で
し
た
が
、
お
母
様
は
四
年
前
と
同
様
、
体
調
を

崩
さ
れ
、
参
加
が
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
。
内
田
さ
ん
は
「

四
年
前
と
同
じ
や
ね
。
病
院
行
く
？
」
と
お
母
様
に
聞
い
た

と
こ
ろ
、
お
母
様
か
ら
は
、
「
こ
の
ま
ま
家
に
居
る
。
」
と
言

う
返
事
で
し
た
。
内
田
さ
ん
は
お
母
様
が
こ
の
時
、
覚
悟
を

決
め
た
ん
だ
ね
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
お
世
話
に

な
っ
て
い
た
方
々
や
、
手
元
に
残
っ
て
い
た
ご
自
身
で
彫
ら

れ
た
仏
像
に
囲
ま
れ
、
安
心
し
て
眠
る
よ
う
に
、
お
母
様
は

十
一
月
一
日
に
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

多
く
の
霊
場
巡
礼
を
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
内
田
様
の
お
母
様

で
す
が
、
「
最
後
に
九
州
八
十
八
ヶ
所
百
八
霊
場
巡
礼
を
続

け
て
た
く
さ
ん
の
良
き
ご
縁
を
頂
き
、
お
か
げ
で
人
生
の
集

大
成
が
出
来
た
。
」
と
喜
ん
で
下
さ
っ
て
い
た
と
の
事
で
す
。

　

内
田
さ
ん
の
お
母
様
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
巡
拝
で
お
会
い

す
る
事
は
叶
い
ま
せ
ん
が
、
お
母
様
が
彫
ら
れ
、
奉
納
し
て

下
さ
っ
た
『
薬
師
如
来
像
』

を
是
非
と
も
お
参
り
さ
せ
て

頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　

合
掌

（
南

宗
法
）

先
達
と
し
て
経
験
し
た

　

不
思
議

巡
拝
講
習
会
記
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平
成
三
十
年
十
月
二
十
二
日
～

二
十
四
日

　
　

三
十
七
番　

香
泉
寺

　

桐
井
龍
導
︵
先
達
委
員
︶

　

十
三
ヶ
寺
参
拝

　

参
加
人
数　

全
日
程
参
加　

五
十
八
名　

一
日
目
懇
親
会

　

六
十
名　

二
日
目
懇
親
会　

六
十
七
名

　

十
月
二
十
二
日
（
月
）
晴
れ
。

　

百
四
番
大
智
院
本
堂

　
　

開
講
式　

１
、
開
式
の
辞　

２
、
ご
法
楽　

３
、
霊
場

　

会
九
番
明
王
院
高
瀬
会
長
挨
拶　

４
、
百
四
番
大
智
院
草

　

津
住
職
挨
拶　

５
、
日
程
説
明
、
諸
連
絡　

６
、
閉
式
の

　

辞

　
　

百
四
番
大
智
院
札
所
で
あ
る
一
階
不
動
堂
で
ご
法
楽
の

　

後
、
出
発
。
七
十
番
宝
光
院
、
御
詠
歌
が
変
更
。

　

「
あ
り
が
た
や　

黒
髪
山
龍
門
の　

清
き
流
れ
し　

　
　

百
選
の
水
」

　
　

六
十
九
番
西
光
密
寺
、
六
十
八
番
無
動
院
、
六
十
七
番

　

東
光
寺
の
五
ヶ
寺
を
参
拝
。
湯
元
荘　

東
洋
館
（
佐
賀
県

　

武
雄
市
武
雄
七
四
○
八
）
に
宿
泊
。
旅
館
到
着
頃
雨
と
な

　

る
。

　

十
月
二
十
三
日
（
火
）　

曇
り
の
ち
雨
。

　
　

八
時
出
発
。
十
番
光
明
寺
・
六
十
一
番
高
野
寺
、
雨
が

　

降
り
出
す
。
・
百
三
番
大
定
寺
・
六
十
三
番
蓮
厳
院
、
重

　

要
文
化
財
ご
本
尊
前
で
ご
法
楽
さ
せ
て
頂
く
。
祐
徳
稲
荷

　

神
社
（
昼
食
、
参
拝
）
こ
の
日
一
番
雨
が
激
し
く
な
る
。

　

百
五
番
金
剛
寺
、
雨
上
が
る
。
・
八
十
番
鶴
林
寺
、
今
回

　

の
行
程
の
中
で
一
番
お
寺
ま
で
歩
く
。
七
ヶ
寺
を
参
拝
。

ホ
テ
ル
＆
リ
ゾ
ー
ツ
佐
賀
唐
津
（
佐
賀
県
唐
津
市
東
唐
津

四
‐
九
‐
二
○
）
に
宿
泊
。
懇
親
会
は
大
変
盛
り
上
が

る
。

　

十
月
二
十
四
日
（
水
）
晴
れ
。

　

八
時
三
十
分
出
発
。
八
十
一
番
大
聖
院
、
ご
住
職
が
鈴

　

鉦
使
っ
て
御
詠
歌
を
お
唱
え
頂
く
。
唐
津
お
さ
か
な
村　

（
お
買
い
物
）
そ
れ
ぞ
れ
沢
山
購
入
す
る
。
・
六
十
番
龍
王

　

院　

ご
法
楽
、
六
十
番
龍
王
院
原
田
住
職
ご
挨
拶
。
二
ヶ

　

寺
参
拝　

　
　

閉
講
式　

１
、
開
式
の
辞　

２
、
霊
場
会
九
番
明
王
院

　

高
瀬
会
長
挨
拶　

３
、
八
十
四
番
法
蔵
院
堤
理
事
長
よ
り

　

巡
拝
之
証
授
与　

４
、
次
回
当
番
支
局
代
表
挨
拶　

長
崎

　

地
区
七
十
六
番
西
福
寺
佐
野
副
会
長
挨
拶　

５
、
諸
連
絡

　

６
、
閉
式
の
辞

　
　

閉
式
後
、
昼
食
弁
当
を
バ
ス
ご
と
に
配
布
。
車
内
で
食

　

べ
る
バ
ス
、
吉
野
ケ
里
歴
史
公
園
で
食
べ
る
バ
ス
と
、
そ

　

れ
ぞ
れ
に
、
ま
た
来
年
会
い
ま
し
ょ
う
と
。
帰
路
に
就　

　

く
。

　

先
達
委
員
会
第
二
十
一
回
先
達
研
修
会
は
、
九
月
十
日

（
月
）
十
三
時
三
十
分
よ
り
、
第
一
番
東
長
寺
さ
ま
に
て
開

催
さ
れ
、

　

約
三
十
名
の
先
達
関
係
者
が
出
席
。

　

こ
の
よ
う
な
事
は
、
決
し
て
偶
然
で
は
な
く
佛
縁
で
あ

り
、
道
中
で
様
々
な
お
話
を
差
し
上
げ
る
中
で
結
び
つ
い
て

く
る
も
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、

　

そ
の
と
き
の
御
参
加
の
同
行
の
皆
さ
ん
が
喜
ば
れ
る
お
顔

は
、
ま
さ
に
和
顔
に
満
ち
、
先
達
冥
利
に
尽
き
る
瞬
間
で
あ

り
ま
す
。

　

先
達
研
修
会
で
は
指
導
す
る
側
に
立
た
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
が
、

　

常
々
に
「
先
達
は
偉
い
の
で
は
な
い
」
「
佛
さ
ま
の
お
役

に
立
つ
た
め
に
自
行
を
重
ね
内
面
を
磨
き
ま
し
ょ
う
」
と
お

伝
え
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
そ
の
先
に
見
せ
て
い
た
だ
け
る
御
褒
美
が
、
今
回

お
示
し
し
た
よ
う
な
佛
縁
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

広
報
委
員
さ
ま
か
ら
「
先
達
と
し
て
経
験
し
た
不
思
議
」

と
の
表
題
で
原
稿
依
頼
を
頂
き
、

　

こ
れ
ま
で
の
体
験
を
回
顧
し
、
様
々
な
出
来
事
を
思
い
返

し
て
み
ま
し
た
。

　

限
ら
れ
た
文
字
数
で
具
体
的
な
事
例
を
挙
げ
る
の
は
難

し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す
が
、

　

ど
の
事
例
に
つ
い
て
も
「
不
思
議
」
よ
り
「
御
縁
」
を
感

じ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

例
え
ば
バ
ス
車
内
で
、

　

こ
の
佛
さ
ま
は
、
一
般
の
皆
さ
ん
は
こ
う
い
う
カ
タ
チ
し

か
知
ら
な
い
と
思
う
け
ど

　

こ
う
い
う
お
祀
り
の
仕
方
を
す
る
場
合
も
あ
る
の
で
す

よ
、
と
い
う
お
話
を
し
て
い
た
ら
、

　

た
ま
た
ま
そ
の
話
題
に
則
し
た
具
体
的
な
カ
タ
チ
を
見
せ

て
い
た
だ
け
た
り
。

　

お
大
師
さ
ま
の
逸
話
を
話
題
に
し
て
い
た
ら
、
御
住
職
さ

ま
の
御
法
話
が
、
打
ち
合
わ
せ
無
し
に
、
た
ま
た
ま
そ
の
逸

話
に
則
し
た
内
容
だ
っ
た
り
。

　

そ
の
土
地
で
そ
の
季
節
に
し
か
頂
け
な
い
御
接
待
を
頂
い

た
り
。

第
二
十
一
回
先
達

　

研
修
会
記
平
成
三
十
年
九
月
十
日

　
　

御
法
楽
の
の
ち
、
渡
辺
先
達
委
員
長
よ
り
開
会
挨
拶
と

　

参
集
御
礼
、

　
　

高
瀬
会
長
よ
り
、
霊
場
会
に
お
け
る
先
達
の
役
割
の
大

　

き
さ
に
つ
い
て
御
礼
挨
拶

　
　

続
い
て
、
第
一
番
東
長
寺
長
老
・
藤
田
紫
雲
大
僧
正
に

　

よ
る
「
佛
前
勤
行
次
第
」
の
解
説
の
御
講
義
を
賜
る
。

　
　

特
に
、
読
経
は
文
字
を
見
な
が
ら
唱
え
る
こ
と
で
妄
想

　

を
起
こ
さ
な
い
事
や
、
先
達
と
し
て
常
日
頃
よ
り
菩
薩
行

　

に
励
む
こ
と
の
大
事
を
説
か
れ
た
。

　
　

休
憩
を
挟
ん
で
、
松
山
委
員
よ
り
、
経
頭
の
仕
方
に
つ

　

い
て
の
実
地
研
修
や
、

　
　

桐
井
委
員
よ
り
『
先
達
の
手
引
き
』
（
先
達
委
員
会
発

　

行
）
を
基
に
、
現
場
で
の
注
意
点
な
ど
が
指
導
さ
れ
た
。

　
　

堤
理
事
長
よ
り
、
霊
場
会
三
十
五
周
年
を
前
に
先
達
が

　

先
頭
と
な
っ
て
盛
り
上
げ
て
頂
き
た
い
と
の
総
括
。
御
法

　

楽
を
以
て
研
修
会
を
閉
じ
た
。

三
十
二
番　

光
明
寺　

谷
山　

光
信

　

記
・
四
十
二
番　

弘
泉
寺　

成
松　

昇
紀

　
　
　

三
十
七
番　

香
泉
寺　

桐
井
龍
導
︵
先
達
委
員
︶

記
・
四
十
二
番　

　
　

弘
泉
寺　

　
　

成
松　

昇
紀


